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政策情報学会 第 9回研究大会 開催に当たって 

 

テーマ:政策情報と評価 

 

開催の主旨 

 

政策情報学会の設立趣旨に「過去からの知的展開のプロセス、未来への安全運行のた

めの正しい羅針盤、超領域の知を総動員した的確な状況判断、それらを前提とする適切

な舵取り（正しい政策、合理的な問題解決）の智恵と技法を学ばせる工夫が必要でしょ

うし、また正しい政策にはその前提として真なる情報が不可欠ですが、では、情報の真

／偽はどう立証するか、どのような方法が必要か、等々、政策と情報とをめぐる諸問題」

の重要性が指摘されています。政策情報学会では、「政策情報学とは何か」という、学

会の存在意義を問う根本的議論を重ねてきました。複雑化する高度情報化社会の今日、

決められない政治過程の中で、政策科学や政策情報に対する信頼の揺らぎが見えつつあ

ります。これは、たんに政治・行政の場だけの議論だけでなく、宗教、大学、企業、市

民社会の場においても見ることができます。 

政策情報学という、斬新な切り口で現代社会の諸事象の本質を論じてきた政策情報学

会において、政策情報そのものの評価をする時期が到来してきたと思います。信頼に足

る政策情報か、信頼すべき政策情報かを見極めることが重要な時期です。戦後 70 年を

迎えようとする今日において、果たしてこれまでの政策情報はどのようなものであり、

どのような役割を果たしてきたかを冷徹に見る必要があります。しかし、ただ批判的に

見るのではなく、政策情報の新しい視点での創造の議論も必要と思います。 

本大会では、「政策情報と評価」という挑戦的な課題に「公と私」というフィールド

で、どのように実践されてきたか、またどうあるべきかを考察します。会員諸氏のご参

加と熱い討議を期待します。 

 

                  政策情報学会 第 9 回大会実行委員長   

立命館大学政策科学部教授 仲上健一 
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第 9回政策情報学会 研究大会プ ロ グ ラ ム 

◆2013 年 11 月 30 日（土） 

受付          受付開始 9 時 30 分 

9 時 30 分～17時 05 分 
受付場所:大阪富国生命ビル 4 階 

産学民連携活動支援機構（社）テラプロジェクト・A会議室前 

開会式  

10 時 00 分～10時 10 分 

10 分 

開会挨拶:山神 進 

（研究大会委員長（常任）:立命館アジア太平洋大学副学長） 

会場（大阪富国生命ビル 4 階・テラプロジェクト・A会議室） 

研究発表 

10 時 15 分～12時 15 分 

発表 15 分、質疑 5 分 

20 分×6件=120 分 

 

メイン会場（大阪富国生命ビル 4階・テラプロジェクト A会議室） 

座 長：竹下 賢  関西大学法科大学院教授 

発表者①：パブリックアートにおけるコミッションワークの変化に 

関する研究 

     早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科 

     井上 和久 

発表者②：政策的文書としての憲法：アメリカ諸州憲法の改正過程 

から 

     藤田綜合事務所 藤田 忠尚 

発表者③：基礎研究の金融商品化による非専門家の外部評価者化 

     立命館大学理工学研究科 鈴木 羽留香 

発表者④：地域づくりにおける情報発信の一考察 

     〜公民館・交流センター・地域自主組織等が発行する広 

報紙を事例に〜 

島根県中山間地域研究センター 空閑 睦子 

発表者⑤：「社会と科学の共創」としての水土測定技術の移転：イ 

ンドネシアならびにフィリピンにおける協働の試み  

総合地球環境学研究所 加藤 久明  

発表者⑥：構造分析と〈内からの読み〉の方法論的比較研究─

Levi=Straussと小林秀雄のテクスト理解の可能性と限界─ 

立命館アジア太平洋大学 清家 久美 

 

昼食休憩 12 時 15 分～13 時 10 分 55 分                          

第 36回理事会 

12 時 20 分～13時 05 分 

45 分 

理事会会場 

（大阪富国生命ビル 4階・テラプロジェクト・A会議室） 

第 10回総会 

13 時 10 分～13時 30 分 

    20 分 
総会会場（大阪富国生命ビル 4 階・テラプロジェクト・A会議室） 
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基調講演 

13 時 35 分～15時 25 分 

110 分 

テーマの主旨説明と司会：中道壽一 

（北九州市立大学名誉教授：政策情報学会会長） 10 分 

基調講演 1：仲上健一(立命館大学政策科学部教授)   

「サステイナビリティ評価の理論と実践」     40 分 

Q&A:10 分 

 

基調講演２：山神 進（立命館アジア太平洋大学副学長）    

  

「政策目標とそのための施策、そして評価；新成長戦略の一部とし

ての訪日外国人の倍増と出入国審査の緩和策としての自動化ゲー 

トの展望とこれまでの歩み」           40 分 

Q&A:10 分 

休憩 15 時 25 分～15時 35 分 （10 分）  

パネルディスカッション 

15 時 35 分～17時 00 分 

85 分 

テーマ：「政策情報と評価」 

・政策情報と評価に関する体系化 

・政府・地方公共団体の事業評価の意義と限界 

・大学・企業における人材評価とマネジメント 

コーディネーター：若井郁次郎(大阪産業大学人間環境学部教授)

パネリスト：話題提供 10 分/1名×4名=40 分 

①横山 麻季子(北九州市立大学法学部准教授) 

②朽木 量(千葉商科大学政策情報学部准教授) 

③仲上 健一(立命館大学政策科学部教授) 

④山神 進（立命館アジア太平洋大学副学長） 

⑤小泉 國茂(立命館大学非常勤講師) 

閉会のあいさつ 

17 時 00 分～17時 05 分 

5 分 

会場（大阪富国生命ビル 4 階・テラプロジェクト・A会議室） 

大会実行委員長：仲上健一(立命館大学政策科学部教授) 

懇親会 

17 時 30 分～19時 00 分 

90 分 

会場：阪急ターミナルビル 17 階 里山（バイキング） 

参加費 3,000円 
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大阪富国生命ビルへのアクセス 

           阪急ターミナルビル（懇親会会場）

 

 

「大阪駅」南口より徒歩 約 5 分 

 

「梅田駅」2 階中央改札口より徒歩 約 5 分 

 

「梅田駅」東改札口より徒歩 約 3 分 

 

御堂筋線「梅田駅」南改札口より徒歩 約 3 分 

⾕町線「東梅⽥駅」北東改札⼝より徒歩 約 1 分 

 


